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健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正

（
昭
和
五
十
九
年
十
月
一
日
）

に
伴
い
、
特
定
承
認
保
険
医
療

機
関
制
度
の
関
係
省
令
等
が
昭

和
六
十
年
三
月
一
日
施
行
さ
れ

た
。こ
の
制
度
の
取
扱
い
に
関
し
、

国
立
大
学
に
お
い
て
も
全
国
国

立
大
学
病
院
長
会
議
等
で
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
会
議

の
席
上
に
お
け
る
厚
生
省
担
当

官
の
説
明
の
概
略
を
紹
介
す
る

と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
特
定
療
養
費
制
度

特
定
療
養
費
制
度
の
創
設
は
、

国
民
の
健
康
や
医
療
に
対
す
る

ニ
ー
ド
の
多
様
化
に
対
応
し
て
、

患
者
の
選
択
に
よ
る
こ
と
が
適

当
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
保
険

給
付
で
カ
バ
ー
す
べ
き
医
療
サ

ー
ビ
ス
と
併
せ
て
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
法
的
に
明
文
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
つ
は
保
険
診
療
で
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
新
し
い

高
度
先
進
的
な
医
療
技
術
に
つ

い
て
、
一
定
の
要
件
に
該
当
し

た
医
療
機
関
に
お
い
て
実
施
さ

れ
た
場
合
に
限
り
、
高
度
先
進

的
医
療
技
術
以
外
の
診
療
行
為

に
つ
い
て
保
険
給
付
す
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場

合
、
そ
の
医
療
機
関
で
行
わ
れ

る
診
療
行
為
の
す
べ
て
が
特
定

療
養
費
と
な
る
。
も
う
一
つ
は

従
来
か
ら
行
政
指
導
の
か
た
ち

で
認
め
ら
れ
て
き
た
室
料
差
額

や
歯
科
材
料
差
額
の
徴
収
を
法

的
に
明
確
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
場
合
は
一
部
の
診
療
行
為

に
つ
い
て
の
み
特
定
療
養
費
と

な
る
。

二
、
高
度
先
進
医
療
に
つ
い

て

一
局
度
先
進
医
療
と
は
、
そ
の

安
全
性
及
び
有
効
性
が
確
立
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
施
に
つ

い
て
は
未
だ
一
般
に
普
及
す
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
で
特

定
承
認
保
険
医
療
機
関
に
お
い

認
め
ら
れ
な
い
。
②
す
で
に
学

会
の
発
表
が
終
わ
っ
て
臨
床
に

特定療養費の範囲

特定承認保険医療機関保険医療機関
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私費

高
度
医
療
に
係
る
療
養

て
実
施
さ
れ
る

も
の
を
い
う
。

留
意
点
と
し
て

は
、
①
先
進
的

で
あ
っ
て
も
先

端
的
な
も
の
は

局
度
医
療
を
含
む
療
養

室
料
等
に
係
る
差
額

療養の給付
特定療養費 及

ん
で
い
る
が
、
保
険
に
未
だ

未
収
載
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

③
治
験
の
あ
っ
た
も
の
や
社
会

的
倫
理
的
問
題
を
含
む
も
の
は

認
め
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
高
度
先
進
医
療
技
術

の
承
認
は
、
特
定
承
認
保
険
医

療
機
関
の
承
認
と
同
時
に
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

三
、
高
度
先
進
医
療
に
係
る

費
用

従
来
の
保
険
の
範
囲
で
は
請

求
で
き
な
か
っ
た
高
度
先
進
に

か
ら
む
部
分
は
、
図
示
の
と
お

り
、
高
度
先
進
医
療
そ
の
も
の

に
つ
い
て
の
み
全
額
患
者
の
負

担
と
な
り
、
そ
の
他
の
基
礎
的

費私

へら前る準当又をの医は合と保す険と定て分なの患
＊医なとの用規療使点療一、な険なるでし療はｌこ診基者
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▼
事
務
局
○
内
は
旧
官
職

学
生
課
長

谷
村
幸
重

（
釧
路
高
専
庶
務
課
長
）

（
皿
月
１
日
付
）

▼
教
宮〈
採
用
〉

第
一
内
科
助
手
加
藤
淳
一

外
科
学
第
一
講
座
助
手堀
尾
昌
司

第
一
外
科
助
手
前
田
富
奥

〃
佐
藤
綾
子

皮
膚
科
助
手

橋
本
喜
夫

脳
神
経
外
科
学
講
座
助
手

橋
爪
明

歯
科
口
腔
外
科
助
手

大
坪
誠
治

（
四
月
１
日
付
）

第
二
内
科
助
手
滝
山
義
之

皮
膚
科
助
手
澁
谷
眞
理
子

麻
酔
学
講
座
助
手
山
本
浩
史

麻
酔
科
助
手

吉
田
博
希

（
ｎ
月
１
日
付
）

〈
辞
職
〉

外
科
学
第
一
講
座
助
手稲
葉
雅
史

第
一
外
科
助
手
表
由
晴

〃
橘
秀
光

皮
膚
科
学
講
座
助
手

廣
川
政
己

脳
神
経
外
科
学
講
座
助
手

鈴
木
望

歯
科
口
腔
外
科
助
手

松
田
光
悦

（
９
月
別
日
付
）

皮
膚
科
学
講
座
教
授大
河
原
章

（
、
月
１
日
付
） llillllllii 

第
二
内
科
助
手
岩
島
保
法

皮
膚
科
助
手

松
本
光
博

麻
酔
学
講
座
助
手
星
川
義
人

麻
酔
科
助
手

境
普
子

（
皿
月
皿
日
付
）

〈
配
置
換
》

第
一
内
科
助
手
↓
内
科
学
第
一

講
座
助
手

箭
原
修

皮
膚
科
助
手
↓
皮
膚
科
学
講
座

助
手

筒
井
眞
人

（
、
月
１
日
付
）

〈
医
長
交
替
〉

外
来
医
長

小
児
科

岡
敏
明
助
手

（
旧
長
和
彦
講
師
）

（
９
月
燗
日
付
）

病
棟
医
長

脳
神
経
外
科
貝
嶋
光
信
助
手

（
旧
佐
古
和
廣
助
手
）

（
、
月
１
日
付
）

麻
酔
科

的
場
光
昭
助
手

（
旧
百
合
野
方
希
講
師
）

〈
ｎ
月
１
日
付
）

診療 状 況

延患者数 稼働 廷患者数

１５２４７ ８４７％ １３５８９ 

1０＝ １５８１３ ８５０ １４８１０ 

異
６０４～１０ 

１０９３１６ ８５１ ９８３６３ 

特定療養費
◇ 私費

入院

廷患者数 稼働率

外来

廷患者数

９月 1５，２４７ 
人

8４．７ 
％ 

13,589 
人

1０月 1５，８１３ 85.0 1４，８１０ 

異計
(60.4～10） 109,316 

8５．１ 9８，３６３ 
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こ
こ
数
年
の
未
熟
児
医
療
の

進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、
現
在
で

は
出
生
時
体
重
一
○
○
○
９
未

満
、
在
胎
二
十
八
週
（
七
ヶ
月
）

未
満
の
『
超
未
熟
児
』
で
も
、

三
富
自
切
胃
ご
宣
昌
（
無
欠
陥
生

存
）
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
で
、
生
命
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
一
般
に
①
保
温
、
②

栄
養
、
③
呼
吸
の
三
つ
が
重
要

と
さ
れ
ま
す
が
、
未
熟
児
の
保

育
で
も
同
じ
で
す
。

Ｈ
保
温
函
最
も
酸
素
消
費
量
の

少
な
い
保
育
環
境
温
度
に
お
く
た

め
に
、
未
熟
児
は
保
育
器
内
で

育
て
ら
れ
ま
す
。
一
○
○
○
９

未
満
の
未
熟
児
で
は
、
最
初
の

今
春
、
厚
生
省
は
「
眼
内
レ

ン
ズ
（
人
工
水
晶
体
）
承
認
基

準
」
を
公
表
し
、
す
で
に
治
験

を
終
え
審
査
に
適
合
し
た
製
品

の
製
造
販
売
、
輸
入
販
売
を
許

可
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と

し
て
、
眼
内
レ
ン
ズ
の
利
用
は

急
速
に
早
ま
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
眼

内
レ
ン
ズ
移
植
に
つ
い
て
述
べ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

白
内
障
術
後
の
視
力
矯
正
に

は
大
き
く
分
け
て
、
眼
鏡
、
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
、
眼
内
レ
ン

ズ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
眼
内
レ

数
日
間
は
一
一
一
五
度
～
三
六
度
の

高
い
環
境
温
度
が
必
要
で
、
日

齢
ご
と
に
保
育
温
度
を
変
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
又
、
ア
ク

リ
ル
製
輻
射
熱
遮
断
用
フ
ー
ド

で
覆
っ
た
り
、
不
感
蒸
発
に
伴

う
熱
消
失
を
防
ぐ
た
め
、
未
熟

児
の
四
肢
を
ラ
ッ
プ
で
包
む
事

も
あ
り
ま
す
。
低
体
温
を
防
ぐ

事
は
、
未
熟
児
保
育
の
最
も
基

本
的
な
事
項
で
す
。

ロ
栄
養
皿
未
熟
児
の
哺
育
の
上

で
も
、
母
乳
栄
養
が
重
要
で
す
。

さ
ら
に
未
熟
児
で
は
、
亜
鉛
、

鉄
、
銅
、
燐
等
の
微
量
元
素
や

各
種
ビ
タ
ミ
ン
（
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
、

Ｋ
）
等
を
補
う
必
要
が
あ
り
、

ン
ズ
は
た
だ
単
に
視
力
の
み
で

な
く
、
視
機
能
の
質
的
な
面
で

優
れ
て
お
り
術
後
の
日
常
生
活
、

社
会
活
動
は
正
常
者
と
差
が
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
挿
入
す

る
眼
内
レ
ン
ズ
は
異
物
で
あ
り
、

手
術
の
適
応
、
手
術
に
伴
う
合

併
症
を
充
分
考
慮
し
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
眼
内
レ
ン
ズ
の

適
応
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は

年
令
が
六
十
才
以
上
で
他
に
ブ

ド
ウ
膜
炎
・
高
度
近
視
な
ど
の

眼
疾
患
の
な
い
眼
が
好
適
応
と

な
り
ま
す
。
移
植
さ
れ
る
眼
内

レ
ン
ズ
に
は
前
房
レ
ン
ズ
（
虹

栄
養
上
の
種
々
の
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
又
、
哺
乳
量
が

充
分
で
な
い
間
は
、
経
静
脈
栄

養
や
時
に
は
中
心
静
脈
栄
養
も

行
な
わ
れ
ま
す
が
、
小
さ
な
未

熟
児
の
血
管
確
保
に
は
、
種
々

の
困
離
が
伴
い
ま
す
。

ロ
呼
吸
叩
近
年
の
最
も
大
き
な

進
歩
は
、
未
熟
児
の
呼
吸
障
害

に
対
す
る
人
工
換
気
療
法
の
発

達
で
す
。
六
○
○
９
前
後
の
小

さ
な
赤
ち
ゃ
ん
の
気
管
に
チ
ュ

ー
ブ
を
入
れ
、
呼
吸
の
補
助
を

す
る
訳
で
す
か
ら
、
呼
吸
・
心

拍
等
の
種
々
の
モ
ニ
タ
ー
と
と

も
に
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、
つ

き
っ
き
り
の
看
護
を
必
要
と
さ

れ
ま
す
。
最
近
は
採
血
せ
ず
に
、

経
皮
的
に
血
液
ガ
ス
分
圧
を
モ

ー
タ
ー
す
る
方
法
や
、
人
工
サ

ー
フ
ァ
ク
タ
ン
卜
等
も
開
発
さ

れ
、
呼
吸
管
理
の
成
績
は
さ
ら

彩
の
前
方
で
固
定
）
、
後
房
レ

ン
ズ
（
虹
彩
の
後
方
で
固
定
）

の
二
種
が
あ
り
、
後
者
が
合
併

症
も
少
な
く
現
在
主
流
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
合
併
症
に
は
、

｜
般
の
白
内
障
手
術
と
同
様
に

緑
内
障
、
ブ
ド
ウ
膜
炎
、
網
膜

剥
離
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
手

術
手
技
の
面
で
眼
内
レ
ン
ズ
の

固
定
異
常
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
眼
内
レ

ン
ズ
移
植
に
は
、
充
分
な
注
意

が
必
要
で
す
し
、
術
前
・
術
後

の
管
理
も
大
切
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
よ
り
一
層
に
眼

内
レ
ン
ズ
移
植
が
実
施
さ
れ
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
、
手
術

を
希
望
す
る
患
者
の
方
々
は
、

眼
科
医
と
充
分
相
談
な
さ
れ
、

説
明
を
う
け
て
判
断
さ
れ
る
こ

に
向
上
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ

の
時
期
の
呼
吸
管
理
が
充
分
に

行
な
わ
れ
れ
ば
、
未
熟
児
網
膜

症
や
低
酸
素
性
脳
症
は
、
か
な

り
防
げ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
未
熟
児

保
育
に
あ
た
っ
て
は
、
種
々
の

診
療
科
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
御

協
力
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
と
周

産
期
医
療
体
制
の
整
備
が
重
要

で
す
が
、
当
院
で
保
育
し
た
未

熟
児
も
大
き
な
子
で
は
七
～
八

歳
と
な
り
、
元
気
に
生
活
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
小

児
の
総
合
的
な
発
達
に
つ
い
て

の
検
査
を
、
各
科
の
御
協
力
の

も
と
に
実
施
中
で
、
そ
の
結
果

を
さ
ら
に
未
熟
児
医
療
の
向
上

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
助
手
岡
敏
明
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
 

【
薬
剤
部
］

新
薬
紹
介
⑨

ク
ラ
ブ
ラ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
・

ア
モ
キ
シ
シ
リ
ン

（
オ
ー
グ
メ
ン
チ
ン
錠
）

β
Ｉ
ラ
ク
タ
ム
抗
生
剤
に
対

す
る
各
種
臨
床
分
離
株
の
耐
性

獲
得
の
生
化
学
的
機
序
の
う
ち

最
も
主
な
も
の
は
、
β
ｌ
ラ
ク

タ
マ
ー
ゼ
産
生
に
よ
る
加
水
分

と
が
必
要
で
す
。

今
後
の
老
令
化
す
る
社
会
が
、

明
る
い
よ
い
視
力
で
あ
る
社
会

で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
手
段
の

一
つ
に
眼
内
レ
ン
ズ
が
あ
る
わ

け
で
す
。

（
助
手
奈
良
諭
二

解
で
あ
り
、
今
日
、
従
来
の
ペ

ニ
シ
リ
ン
、
セ
フ
ェ
ム
系
抗
生

剤
に
対
す
る
β
ｌ
ラ
ク
タ
マ
ー

ゼ
産
生
耐
性
菌
の
分
離
頻
度
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
対

策
と
し
て
は
、
β
ｌ
ラ
ク
タ
マ

ー
ゼ
に
安
定
な
構
造
を
待
つ
誘

導
体
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る

他
に
、
新
し
い
方
向
と
し
て
、

β
ｌ
ラ
ク
タ
マ
ー
ゼ
酵
素
活
性

を
阻
害
す
る
薬
剤
を
β
ｌ
ラ
ク

タ
マ
ー
ゼ
に
不
活
化
さ
れ
や
す

い
既
存
の
β
ｌ
ラ
ク
タ
ム
抗
生

剤
と
併
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
ク
ラ
ブ
ラ
ン
酸
（
Ｃ
Ｖ
Ａ
）

は
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
系
抗
生
剤
の

基
本
骨
格
の
四
位
硫
黄
原
子
が

酸
素
原
子
に
置
換
さ
れ
た

○
〆
眉
の
自
己
で
あ
り
ま
す
。
Ｃ

Ｖ
Ａ
は
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
が
産

生
す
る
ペ
ニ
シ
リ
ナ
ー
ゼ
お
よ

び
グ
ラ
ム
陰
性
菌
全
般
が
Ｒ
プ

ラ
ス
ミ
ド
支
配
で
産
生
す
る

酉
島
曰
・
己
分
類
Ⅲ
型
、
プ
ロ

テ
ウ
ス
・
ミ
ラ
ビ
リ
ス
が
染
色
体

支
配
で
産
生
す
る
虫
の
言
・
己

分
類
肌
型
、
ク
レ
ブ
シ
ェ
ラ
属

が
染
色
体
支
配
で
産
生
す
る

内
局
ゴ
ョ
◎
己
分
類
Ⅳ
型
等
の
ペ

ニ
シ
リ
ナ
ー
ゼ
型
β
ｌ
ラ
ク
タ

マ
ー
ゼ
に
対
し
て
特
に
強
い
不

可
逆
的
阻
害
効
果
を
示
し
ま
す
。

一
方
、
セ
フ
ァ
ロ
ス
ポ
リ
ナ
ー

ゼ
型
β
ｌ
ラ
ク
タ
マ
ー
ゼ
に
対

し
て
は
プ
ロ
テ
ウ
ス
・
ブ
ル
ガ

リ
ス
が
産
生
す
る
宙
呂
目
◎
己

分
類
血
型
を
除
き
阻
害
効
果
は

弱
い
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ア

モ
キ
シ
シ
リ
ン
（
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｃ
）

の
抗
菌
ス
ペ
ク
ト
ル
に
入
る
菌

種
の
中
で
は
、
現
在
、
特
に
黄

色
ブ
ド
ウ
球
菌
と
大
腸
菌
に
ぺ

ニ
シ
リ
ナ
ー
ゼ
産
生
耐
性
菌
の

分
離
頻
度
が
高
く
、
こ
の
他
β

ｌ
ラ
ク
タ
マ
ー
ゼ
産
生
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
菌
、
淋
菌
等
の
分

離
頻
度
も
増
加
の
傾
向
に
あ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
菌
種
に
対
し
て
Ｃ
Ｖ
Ａ

の
併
用
に
よ
っ
て
本
来
の
抗
菌

力
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
従
来

Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｃ
の
抗
菌
ス
ペ
ク
ト
ル

に
入
ら
な
か
っ
た
肺
炎
桿
菌
、

プ
ロ
テ
ウ
ス
・
ブ
ル
ガ
リ
ス
、

バ
ク
テ
ロ
イ
デ
ス
・
フ
ラ
ジ
リ

ス
に
ま
で
抗
菌
ス
ペ
ク
ト
ル
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
本
剤
の
適

応
症
は
、
浅
在
性
化
膿
性
疾
患
、

慢
性
気
管
支
炎
、
気
管
支
拡
張

症
（
感
染
時
）
、
慢
性
呼
吸
器

疾
患
の
二
次
感
染
、
腎
孟
腎
炎
、

膀
胱
炎
、
淋
疾
、
子
宮
付
属
器

炎
、
子
宮
内
感
染
、
中
耳
炎
で

あ
り
ま
す
。
組
成
は
、
｜
錠
中

Ｃ
Ｖ
Ａ
Ｉ
Ｋ
一
二
五
四
（
力
価
）

お
よ
び
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｃ
二
五
○
ｍ
（

力
価
）
を
含
有
し
た
製
剤
が
採

用
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
用

法
・
用
量
は
通
常
成
人
一
回
一

錠
、
一
日
三
～
四
回
を
六
～
八

時
間
毎
に
経
口
投
与
し
ま
す
。

体
内
薬
物
動
態
は
、
健
常
成
人

に
一
錠
を
空
腹
時
一
回
経
口
投

与
す
る
と
、
平
均
血
中
濃
度
は

ピ
ー
ク
時
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｃ
ｍ
川
／
Ｍ
、

Ｃ
Ｖ
Ａ
皿
川
／
畝
に
達
し
、
尿

中
へ
は
投
与
後
八
時
間
迄
に
Ａ

Ｍ
Ｐ
ｃ
Ｗ
％
、
ｃ
Ｖ
Ａ
妬
％
が

排
泄
さ
れ
ま
す
。
ま
た
血
中
濃

度
半
減
期
は
、
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｃ
、
Ｃ

Ｖ
Ａ
と
も
に
約
一
時
間
で
あ
り

ま
す
。

Ｃ
Ｖ
Ａ
は
従
来
に
な
い
薬
理

作
用
を
も
っ
て
お
り
ま
す
が
、

副
作
用
に
つ
い
て
の
現
在
ま
で
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の
基
礎
的
臨
床
的
検
討
の
結
果

で
は
、
従
来
の
β
ｌ
ラ
ク
タ
ム

抗
生
剤
と
同
様
で
特
に
問
題
と

な
る
よ
う
な
所
見
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
で
す
。

保
管
上
の
注
意
と
し
て
、
本

剤
は
湿
気
に
対
し
不
安
定
な
薬

剤
で
、
特
に
Ｃ
Ｖ
Ａ
の
力
価
が

低
下
い
た
し
ま
す
の
で
、
室
温

に
て
、
湿
気
を
避
け
、
乾
燥
し

た
場
所
に
保
存
し
て
下
さ
い
。

（
薬
品
情
報
室
長
竹
本
功
）

新
聞
雑
誌
な
ど
に
「
三
時
間

待
っ
て
三
分
間
の
診
療
」
な
ど

と
書
か
れ
る
度
に
腹
立
た
し
く

も
、
ま
た
口
惜
し
い
思
い
を
す

る
の
は
、
私
だ
け
で
は
あ
る
ま

い
。
患
者
の
身
に
な
れ
ば
、
待

ち
時
間
は
短
く
、
診
療
は
十
分

に
時
間
を
か
け
て
欲
し
い
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は

そ
う
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
人
数
で
診
療
し
て
い

る
身
に
な
れ
ば
、
長
い
時
間
を

か
け
て
一
人
の
患
者
を
診
療
す

れ
ば
、
次
の
患
者
の
待
ち
時
間

は
長
く
な
り
、
多
数
の
患
者
が

受
診
す
れ
ば
患
者
一
人
当
り
の

診
療
時
間
も
短
く
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
私
の
場
合
、
患
者
一
人

の
診
察
に
十
五
分
か
ら
二
十
分

を
要
す
る
の
で
、
待
ち
時
間
を

短
縮
す
る
た
め
外
来
の
予
約
を

一
時
間
三
～
四
人
ず
つ
に
し
て

い
る
が
、
そ
れ
で
も
予
約
時
間

を
守
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
予

約
外
の
患
者
、
予
約
の
時
間
を

守
れ
な
い
患
者
で
予
定
が
狂
う

か
ら
で
あ
る
。
予
約
時
間
よ
り

一
時
間
以
上
遅
れ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
る
。
予
約
通
り
の
時

間
に
診
察
し
た
ら
、
「
今
日
は

随
分
早
い
で
す
ね
。
」
と
い
わ
れ

た
こ
と
さ
え
あ
る
。
病
院
で
多

数
の
患
者
が
待
っ
て
い
る
の
を

見
れ
ば
、
待
ち
時
間
が
長
い
の

は
止
む
を
得
な
い
と
誰
で
も
納

得
で
き
る
だ
ろ
う
と
思
う
の
は
、

医
療
従
事
者
と
し
て
身
勝
手
で

は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
患
者

は
待
つ
だ
け
で
も
苦
痛
な
の
で

あ
る
。

時
間
の
か
か
っ
た
割
ム
ロ
に
は

診
療
の
内
容
に
十
分
満
足
で
き

な
か
っ
た
と
き
に
、
待
ち
時
間

が
長
い
と
い
う
苦
情
が
で
る
よ

う
で
あ
る
。
診
察
室
で
は
我
慢

し
た
不
満
を
別
の
形
で
表
現
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実

際
に
苦
情
を
受
け
る
の
は
事
務

・
薬
局
・
検
査
部
・
放
射
線
部

な
ど
の
窓
口
で
あ
る
場
合
が
多

い
と
聞
き
、
外
来
担
当
者
の
一

人
と
し
て
心
苦
し
く
思
っ
て
い

る
。
診
療
内
容
の
充
実
に
つ
い

て
は
外
来
担
当
者
が
責
任
の
大

半
を
負
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同

時
に
患
者
の
期
待
す
る
診
療
行

為
に
は
「
患
者
の
苦
痛
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
態
度
」
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
患
者
に
接
す

る
す
べ
て
の
人
は
、
そ
の
態
度

で
な
に
が
し
か
の
診
療
を
行
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
小
児
科
奥
野
晃
正
）

手
術
部
は
病
院
三
階
南
側
に

位
置
し
、
水
戸
部
長
の
許
、
医

師
四
名
、
看
護
婦
二
十
一
名
、

看
護
助
手
二
名
、
技
官
三
名
よ

り
構
成
さ
れ
、
手
術
運
営
に
あ

た
っ
て
い
る
。
手
術
室
は
九
室

あ
り
こ
の
う
ち
一
室
は
バ
イ
オ

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
に
な
っ
て
お

り
、
人
工
関
節
置
換
術
な
ど
殊

に
無
菌
操
作
が
必
要
な
手
術
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
顕
微
鏡
、

Ｘ
線
装
置
の
装
え
付
け
が
二
室

ず
つ
に
あ
る
。
前
者
は
、
脳
、

眼
球
、
声
帯
お
よ
び
神
経
縫
合

な
ど
の
微
細
手
術
に
利
用
さ
れ
、

顕
微
鏡
下
の
視
野
が
そ
の
ま
ま

テ
レ
ビ
に
撮
し
出
さ
れ
る
と
と

も
に
、
ビ
デ
オ
収
録
も
で
き
、

病
棟
の
構
造
は
、
成
人
も

小
児
も
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
を
小
児
病
棟
に
作
り
あ
げ
る

事
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
現

在
、
未
熟
児
室
六
床
、
逆
隔
離

室
（
白
血
球
減
少
な
ど
の
た
め

に
感
染
か
ら
防
御
す
る
た
め
）

六
床
、
一
般
病
室
二
十
九
床
、

プ
レ
ー
ル
ー
ム
、
沐
浴
室
と
か

ら
な
り
、
、
個
室
は
急
撞
、
感
染

症
の
た
め
の
隔
離
病
室
に
な
っ

た
り
す
る
。
従
っ
て
行
動
手
順

が
非
常
に
複
雑
に
な
る
。
看
護

要
員
二
十
名
で
三
人
夜
勤
を
行

い
、
そ
の
う
ち
未
熟
児
室
は

常
に
一
名
の
看
護
婦
が
担
当
し

て
い
る
。
未
熟
児
室
の
ベ
ビ
ー

達
は
、
医
師
、
看
護
婦
に
見
守

勿勿鯵鯵

鍵
勿Z`〃Ｚ

に若
午大手
前いの
八に医
時役師
に立や
はつ学
手て生
術いの
室る教
の｡青

す
る
の
で
あ
る
。
当
病
棟
は
院

内
で
も
入
退
院
の
激
し
い
病
棟

の
一
つ
で
あ
る
。
再
入
院
す
る

毎
に
児
の
成
長
し
た
姿
を
見
る

と
、
規
制
さ
れ
た
入
院
生
活
で
、

児
を
退
行
さ
せ
な
い
様
に
援
助

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
幸
い
当
Ｎ
Ｓ
は
、
五

才
ま
で
は
母
子
同
室
制
を
行
っ

て
、
母
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

準
準
が
始
ま
り
、
八
時
半
に
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
八
時

四
十
五
分
に
一
斉
に
患
者
が
入

室
し
て
く
る
。
こ
の
時
連
絡
室

の
前
は
、
患
者
、
申
し
送
り
の

看
護
婦
、
目
を
こ
す
り
な
が
ら

あ
わ
た
だ
し
く
や
っ
て
く
る
か

一
般
病
室
に
移
っ
て
い
く
。

退
院
ま
で
こ
ぎ
付
け
た
姿

を
見
る
と
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
「
ホ
ッ
」
と
胸
を
撫

で
お
ろ
す
心
境
で
あ
る
。

表
情
豊
か
で
、
元
気
に
育

っ
て
く
れ
る
事
を
親
に
願

っ
て
、
「
パ
イ
、
パ
イ
」

す
る
の
で
あ
る
。
当
病
棟
件

け
出
し
の
医
師
や
ポ
リ

ク
リ
の
学
生
な
ど
で
あ

ふ
れ
、
一
日
の
う
ち
で

最
も
に
ぎ
わ
い
を
み
せ

る
。
ま
た
手
術
部
看
護

婦
が
患
者
と
の
心
の
ふ

れ
あ
い
を
も
つ
こ
と
の

で
き
る
唯
一
の
時
で
も

あ
る
。
緊
張
な
面
持
ち

を
し
た
患
者
や
泣
き
出

す
子
供
た
ち
を
や
さ
し

」
ら
れ
、
、
９
、

妬
９
と
大
き
く

な
り
、
次
々
と

く
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
を
見
逃
さ
ず
キ
ャ
ッ
チ
す
る

良
い
機
会
で
あ
る
。
こ
の
機
会

を
利
用
し
、
母
児
へ
の
援
助
が

出
来
る
。
ま
た
、
逆
隔
離
室
の

児
と
母
親
に
は
か
か
わ
り
を
多

く
待
ち
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
、

限
ら
れ
た
人
間
関
係
の
中
で
も
、

子
供
ら
し
い
表
情
を
失
わ
ず
、

治
療
を
受
け
る
事
が
出
来
る
よ

く
も
て
な
す
こ
と
は
思
う
程
簡

単
で
は
な
い
。
そ
し
て
一
旦
麻

酔
が
か
か
っ
た
後
は
、
器
械
出

し
の
技
量
が
手
術
の
結
果
を
左

右
す
る
こ
と
が
あ
る
。
手
術
業

務
は
直
接
か
つ
即
生
命
に
か
か

わ
る
内
容
が
多
く
、
手
術
部
看

護
婦
の
使
命
は
重
大
で
あ
る
。

幸
い
、
み
る
か
ら
に
頼
り
が
い

の
あ
る
婦
長
の
行
き
渡
っ
た
適

切
な
指
導
に
よ

り
、
看
護
婦
に

対
す
る
評
判
は

上
々
で
あ
る
。

さ
て
顧
み
れ

ば
、
昭
和
五
十

一
年
十
一
月
十

九
日
、
局
所
麻

酔
下
で
の
乳
房

生
検
が
一
例
行

わ
れ
、
翌
日
第

ヨ
ン
を
大
切

に
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
大

き
な
意
味
は

母
親
と
児
の

関
係
を
知
り
、

児
の
動
作
、

母
親
の
言
動

で
我
々
に
数

多
く
の
サ
イ

ン
を
出
し
て

う
に
目
を
向
け
て
い
る
。
疾
病

を
持
ち
な
が
ら
、
成
長
発
達
し

て
ゆ
く
可
能
性
の
あ
る
児
を
看

て
い
る
と
、
少
し
で
も
良
く
な

二
外
科
水
戸
教
授
の
執
刀
下
に

乳
腺
腫
瘍
摘
出
術
が
施
行
さ
れ
、

こ
れ
が
全
身
麻
酔
下
で
の
手
術

と
し
て
本
学
最
初
の
症
例
で
あ

っ
た
。
以
後
数
多
く
の
手
術
が

手
が
け
ら
れ
、
年
間
手
術
件
数

は
昭
和
五
十
二
年
度
が
一
、
一

六
七
例
で
あ
っ
た
の
が
、
五
十

九
年
度
に
は
一
一
、
三
九
七
例
と
、

こ
の
約
十
年
間
に
二
倍
余
り
に

達
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
手
術

希
望
件
数
が
増
え
る
傾
向
に
あ

る
が
、
現
在
の
手
術
部
収
容
能

力
は
限
界
に
達
し
て
い
る
感
が

あ
る
。
従
っ
て
手
術
部
運
営
が
こ

れ
ま
で
通
り
ス
ム
ー
ズ
に
い
く

よ
う
に
、
各
科
の
よ
り
一
層
の

御
協
力
を
呼
び
か
け
る
次
第
で

あ
る
。

（
手
術
部
副
部
長
表
哲
夫
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
 

頑日一ツスがじにと向る
張夜同ブタらな念心へ方

、

っ
て
い
る
。

（
看
護
婦
長
坂
東
豊
子
）

「
お
願
い
」

御
室
腱
で
使
用
し
な
く
な
っ
た

オ
モ
チ
ャ
（
ブ
ロ
ッ
ク
、
そ
の
他
）

が
あ
り
ま
し
た
ら
譲
っ
て
下
さ
い
。
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放
射
線
部
は
、
診
断
、
治
療
、

核
医
学
の
三
部
門
構
成
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
門
で
十
五
人
の
技

師
が
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て

業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

日
常
診
療
の
上
で
一
番
馴
染

み
の
深
い
診
断
部
門
は
、
胸
部

や
骨
格
等
の
一
般
撮
影
を
は
じ

め
断
層
撮
影
、
テ
レ
ビ
透
視
、

血
管
造
影
、
Ｃ
Ｔ
等
の
担
当
で
、

画
像
診
断
の
進
歩
に
伴
い
そ
の

内
容
も
多
岐
に
亘
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
時
代
が
進
ん
で
も

単
純
写
真
の
重
要
性
は
変
わ
ら

ず
、
特
に
午
前
中
は
検
査
が
集

中
し
多
忙
を
極
め
ま
す
。
そ
の

た
め
患
者
さ
ん
や
先
生
方
に
御

鱗
一
日
一
一
十
四
時
間
の
サ
イ
ク

ル
。
朝
起
き
て
食
事
を
す
ま

せ
、
そ
そ
く
さ
と
職
場
に
出
掛

け
る
。
夕
方
帰
宅
し
風
呂
に
入

り
食
事
を
し
て
眠
り
に
つ
く
。

時
に
は
仕
事
の
関
係
で
帰
宅
が

遅
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
或
い

は
上
司
、
同
僚
と
酒
を
飲
む
こ

と
も
あ
ろ
う
し
、
マ
ー
ジ
ャ
ン

の
お
付
き
合
い
を
す
る
こ
と
も

あ
り
、
な
か
な
か
規
則
正
し
い

生
活
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
多
く
の
人
達
の
生

活
の
リ
ズ
ム
は
か
な
り
乱
れ
や

す
い
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
う
ま
く
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
仕
事
を
す
れ
ば
あ
ま
り
疲
れ

り
ま
す
の
で
御
理
解
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
忘

れ
て
な
ら
な
い
仕
事
に
ポ

ー
タ
ブ
ル
撮
影
が
あ
り
ま

す
。
動
け
な
い
患
者
さ
ん

の
た
め
に
欠
く
べ
か
ら
ざ

る
業
務
で
、
緊
急
性
も
要

求
さ
れ
ま
す
。
大
き
な
装

置
を
運
ん
で
の
検
査
は
地

味
な
が
ら
大
切
な
仕
事
で
、

ま
さ
に
縁
の
下
の
力
持
ち

と
い
え
ま
す
。
放
射
線
診

断
技
術
が
現
代
ほ
ど
め
ざ

迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す

が
自
動
現
像
機
や
デ
イ
ラ
イ
ト

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
待
ち
時

間
を
短
縮
す
る
よ
う
努
め
て
お

ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
た
時
代

は
な
く
、
そ
の
変
化
に
戸
惑
い

を
覚
え
つ
つ
も
臨
床
サ
イ
ド
の

高
度
な
要
求
に
応
え
、
ま
た
近

な
い
こ
と
は
ご
承
知
の
こ
と
で

．
あ
る
。

反
対
に
毎
日
の
生
活
を
判
で

押
し
た
よ
う
に
画
一
的
に
繰
り

返
す
と
単
調
と
な
り
、
か
つ
倦

怠
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
な
単
調
を
さ
け
る
た
め
の

役
割
を
果
す
の
が
自
由
時
間
で

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
も
基
本
的

生
活
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い
程
度

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

坐
の
→
ｏ
１
と
田
俘
フ
。

例
え
ば
、
現
行
の
週
休
二
日

制
で
あ
る
が
、
ま
ず
そ
れ
に
よ

っ
て
生
ず
る
パ
タ
ー
ン
に
個
人

個
人
の
生
活
リ
ズ
ム
を
合
致
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
休

暇
が
増
え
て
あ
り
が
た
い
と
喜

ん
で
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
調

子
を
崩
す
こ
と
に
な
る
だ
け
で

あ
る
。
も
し
、
個
々
人
の
生
活

病院で働く人々(６）線
量
曲
線
の
作
成
に
独
自
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
夜
遅
く

ま
で
研
究
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

核
医
学
部
門
は
三
人
で
構
成

の
調
子
が
社
会
の
テ
ン
ポ
や
、

職
場
の
パ
タ
ー
ン
と
調
和
し
な

い
な
ら
ば
、
個
人
の
生
活
は
色

々
の
障
害
を
来
す
こ
と
に
な
ろ

う
。
生
活
の
リ
ズ
ム
は
ど
う
し

て
生
ま
れ
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
人
差
が
あ
る
も
の
な
の
か
、

つ
ま
び
ら
か
で
な
い
が
、
た
だ

仕
事
と
休
憩
と
遊
び
と
の
バ
ラ

ン
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ

と
は
一
応
の
見
当
が
つ
く
。

要
す
る
に
、
仕
事
と
遊
び
と

余
暇
を
た
く
み
に
組
み
合
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
生
活
に

適
当
な
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
る
。

こ
の
リ
ズ
ム
に
歩
調
を
合
せ
、

日
頃
か
ら
蓄
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
充
分
に
活
用
し
、
二
十
一
世

紀
に
向
け
大
い
に
飛
躍
し
た
い

も
の
で
あ
る
。

（
庶
務
課
西
村
忠
）

い
将
来
の
新
装
置
の
導
入
に
備

え
て
学
会
で
の
知
識
の
吸
収
や

独
自
の
学
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

治
療
部
門
は
二
人
の
技
師
が

療
部
門
は
二
人
の
技
師
が

コ
バ
ル
ト
や
ラ
イ
ナ
ッ
ク

の
遠
隔
治
療
装
置
を
駆
使

し
て
一
日
四
十
人
の
患
者

の
治
療
に
あ
た
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
他
に
も
線
量

測
定
や
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

等
線
量
曲
線
の
作
成
を
担

当
し
、
治
療
の
基
礎
作
り

や
精
度
管
理
に
地
道
な
努

力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
こ

の
分
野
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
と
の
関
連
が
深
く
、
自

動
照
合
シ
ス
テ
ム
や
、
等

さ
れ
、
画
像
診
断
と
ラ
ジ
オ

イ
ム
ノ
ァ
ッ
セ
イ
に
従
事
し
て

お
り
ま
す
。
近
年
多
く
の
リ
ァ

キ
ッ
ト
が
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
三
人
で
は
と
て
も
全
て

の
要
望
に
お
応
え
で
き
な
い
の

が
悩
み
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

こ
の
分
野
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

と
の
関
連
が
深
く
、
画
像
処
理

や
動
態
検
査
に
著
し
い
進
歩
を

認
め
ま
す
現
在
の
装
置
を
充
分

に
活
用
し
て
臨
床
サ
イ
ド
の
期

待
に
応
え
る
べ
く
努
力
し
て
お

り
ま
す
。

本
院
の
定
員
は
十
六
名
で
あ

り
、
十
分
と
は
申
せ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
分
平
均
年
齢
二
十
九
才
の

若
さ
と
馬
力
で
補
っ
て
お
り
ま

す
。
し
か
も
、
頭
が
柔
軟
で
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
新
し

い
技
術
に
も
よ
く
適
応
し
、
研

繍
短
い
北
国
の
夏
の
日
々
は
あ

っ
と
思
う
間
に
去
り
、
ま
た
雪

に
閉
ざ
さ
れ
た
暗
欝
な
時
期
を

迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
病
院
諸
兄
姉
に
こ
の

銀
世
界
に
不
気
味
に
動
く
カ
ラ

ス
の
事
か
ら
思
い
つ
く
ま
ま
に

ペ
ン
を
と
り
ま
し
た
。
あ
ま
り

関
心
を
お
持
ち
で
な
い
向
き
も

折
々
の
話
の
種
と
し
て
下
さ
れ

ば
嬉
し
い
の
で
す
が
…
：
。
。

旭
川
に
は
カ
ラ
ス
が
多
く
い
ま

す
。
曇
、
家
の
屋
根
で
曄
声

で
目
を
覚
ま
さ
れ
、
石
狩
川
に

集
ま
る
カ
モ
の
群
に
も
混
じ
り
、

折
角
の
パ
ン
屑
も
殆
ど
彼
等
に

し
て
や
ら
れ
ま
す
。
夜
は
見
本

究
心
、
向
上
心
に
富
ん
だ
青
年

集
団
で
あ
り
ま
す
。

（
放
射
線
科
菊
地
雄
三
）

林
に
塒
を
求
め
て
枝
を
折
り
、

営
林
署
の
方
々
を
悩
ま
せ
て
い

る
よ
う
で
す
。
ギ
リ
シ
ャ
の
昔

か
ら
吉
凶
を
占
う
予
兆
の
鳥
と

さ
れ
、
神
話
に
も
よ
く
出
て
き

ま
す
が
、
現
代
は
公
害
の
一
つ

に
も
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
駆
除
に

頭
を
痛
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

さ
て
次
は
カ
サ
サ
ギ
の
話
に

移
り
ま
す
。
カ
サ
サ
ギ
は
カ
ラ

ス
と
同
じ
ス
ズ
メ
目
、
カ
ラ
ス

科
の
鳥
で
、
カ
チ
ガ
ラ
ス
、
チ

ョ
ー
セ
ン
ガ
ラ
ス
と
も
呼
ば
れ
、

韓
国
の
掛
軸
や
刺
繍
に
虎
と
カ

サ
サ
ギ
の
図
案
が
多
い
よ
う
に

韓
国
の
国
鳥
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
佐
賀
平
野
を
中

心
に
北
九
州
西
部
の
低
地
に
棲

み
、
都
城
に
も
見
か
け
る
と
か

聞
い
て
お
り
、
天
然
記
念
物
に

な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
で
の
分

布
は
広
く
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

か
ら
北
ア
メ
リ
カ
に
も
及
ん
で

い
ま
す
。
日
本
に
関
す
る
古
い

書
物
で
カ
サ
サ
ギ
が
登
場
す
る

の
は
、
未
だ
に
論
争
の
絶
え
な

い
邪
馬
台
国
の
出
て
く
る
〃
魏

志
倭
人
伝
“
で
、
「
邪
馬
台
国

に
は
牛
、
馬
、
虎
、
豹
、
羊
、

鵲
は
無
し
」
の
記
さ
る
、
こ
の

鵲
が
カ
サ
サ
ギ
に
あ
た
る
と
の

こ
と
で
す
。
何
時
頃
、
日
本
に

棲
み
着
い
た
か
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
西
暦
六
○
○

年
推
古
天
皇
の
御
世
に
新
羅
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
と
か
、
西
暦

一
六
○
○
年
頃
加
藤
清
正
が
朝

鮮
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し

ろ
韓
国
か
ら
渡
来
し
た
の
は
確

か
な
よ
う
で
す
。

カ
サ
サ
ギ
は
留
鳥
で
、
冬
、

人
家
の
屋
根
を
長
い
尾
を
振
り
、

白
い
胸
を
見
せ
て
セ
キ
レ
イ
の

よ
う
に
跳
び
歩
く
の
を
眺
め
る

の
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
声
は

御
世
辞
に
も
綺
麗
と
は
言
え
ま

せ
ん
が
カ
ラ
ス
よ
り
は
ず
っ
と

ま
し
と
思
い
ま
す
。
こ
の
鳥
は

人
家
の
近
く
に
テ
リ
ト
リ
ー
を

造
り
半
集
団
時
に
営
巣
し
ま
す
。

あ
ま
り
遠
く
に
は
飛
べ
な
い
の

で
、
居
住
地
域
も
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
他
の
鳥
や
昆
虫
は
台
風

に
乗
っ
て
韓
国
か
ら
飛
来
す
る

と
い
う
の
に
、
日
本
で
は
北
九

州
に
し
か
見
ら
れ
な
い
の
は
飛

翔
力
の
弱
い
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

カ
ラ
ス
と
同
じ
種
類
な
の
に
、

佐
賀
平
野
に
は
カ
ラ
ス
は
殆
ど

見
ら
れ
な
い
と
聞
き
ま
す
。
こ

れ
は
カ
サ
サ
ギ
が
自
分
の
テ
リ

ト
リ
ー
か
ら
同
じ
類
の
も
の
を

駆
逐
す
る
、
カ
ラ
ス
に
と
っ
て

は
所
謂
天
敵
に
当
た
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
で
は
両
者
は
歴
然
と

棲
み
分
け
て
い
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
と
日
本
や
韓
国
な

ど
東
ア
ジ
ア
の
棲
息
状
況
を
観

察
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

い
つ
出
来
ま
す
こ
と
か
。
御
存

知
の
方
は
そ
の
生
態
を
御
教
示

下
さ
い
。

（
編
集
委
員
長
天
羽
一
夫
）


